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申
込
不
要
（
十
三
時
十
五
分
頃
よ
り
整
理
券
配
布
）



   

 
 

  
1984年パリ建築大学卒業、建築士免許取得。1992年京都大学工学研究科建築学科博士課程修
了。1993年パリ第七大学文学部東洋文明学科日本学専攻博士号取得。1993年～2007年フラン
ス国立科学研究センター(CNRS)日本文明研究所助教授。2007年よりフランス国立高等研究実習
院(EPHE)教授。
専門分野は、日本建築史、住宅空間の建築と庭園、京都風景論。主要著作に、｢日本庭園につい
て英、仏語で出版された３冊の主要な書物－Landscape Gardening in Japan、ジョサイア・コンドル
（1893年）、�e Gardens of Japan、 原田治郎 （1928年）、 Art of the Landscape Gardens in Japan、田村
剛（1935年）｣(N. Fiévé et B. Jacquet, ed., Vers une modernité architecturale et paysagère. Modèles et 
savoirs partagés entre le Japon et le monde occidental, Collège de France, 2013）、『京都歴史地図』(共
著、ユネスコ世界遺産事務局、2008)、『近代建築へ』(共著、メゾンヌーヴ＆ラローズ社、2013)『中
世日本の都市と建築―足利将軍邸の住空間』(メゾンヌーヴ＆ラローズ社、1996)、などがある。
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【アクセス】
京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都

日文研フォーラムとは
国際日本文化研究センター（日文研）が、来日中の外国人研究者
による日本研究の成果を市民の皆さまにご紹介し、共有してい
ただくことを主な目的とする催しです。
1987年の設立以来、月1回のペースで、京都市中心部の会場で
継続的に開催しています。

国際日本文化研究センター 研究協力課
〒610-1192　京都市西京区御陵大枝山町3-2
TEL: 075-335-2078
http://www.nichibun.ac.jp/ja/

お問い合せ先　
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　講師  ニコラ フィエヴェ フランス国立高等研究実習院(EPHE)歴史学・文献学学科 教授
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コメンテーター  稲賀 繁美　日文研 副所長

東京大学教養学部教養学科卒業。同大学院人文科学研究科比較文学比較文化専攻修士課
程修了。同博士課程単位取得退学。パリ第七大学(新課程)博士課程修了。東京大学教養学部
教養学科助手(フランスの文化と言語)、三重大学人文学部助教授(比較文化、地中海・ヨーロッ
パコース担当)、国際日本文化研究センター助教授、同教授を経て、2016年より現職。
専門分野は、比較文学比較文化・文化交流史。主要著作に、『海賊史観からみた世界史の再構
築―交易と情報流通の現存を問い直す』(思文閣出版、2017)、『接触造形論』(名古屋大学出版
会、2016)『絵画の臨界』(同 2014)、『絵画の東方』(同 1999)、『絵画の黄昏』(同 1997)などがある。

講師 ： ロバート ヘリヤー　ウェイク・フォレスト大学 (米国） 歴史学科 准教授／日文研 外国人研究員 
コメンテーター ： 熊倉 功夫 MIHO MUSEUM 館長　 　

18:30～20:30第 3 1 6回 日文研フォーラム 2017 年 12月 12日（火）　
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